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論　　文　　の　　要　　旨

　自家不和合性や移植免疫に代表される自已と非自已の識別は生命体の示す重要な個体聞相互作用で

あり，群体ホヤにおいて見られる群体特異性にはこの自已・非自已認識の基本的現象が含まれている

と考えられる。本論文においては，特異性の存在が既知の群体ホヤの1種（Botry11oides　simodensis）

と未知の2種（B．fus㎝s，B．vio1aceびs）を用いて，何が非自己を認識し，どのような過程で拒絶反応が

進行するのかを形態学的に明らかにし，その認識の場（＆11o－reCOgniti㎝SiteS）を絞り込むことに成功

した。

　まずano－reCognition　Site同定のための基礎的研究として，癒合・拒絶反応の場である群体周縁部の

構造を精査し，被嚢の細胞を形態学的にamoeboid　tunic　ce1lとva㎝o－graMar　tぴn1c　cel1の2種に，

血球細胞をhaemob1ast，phag㏄yte，gra㎜lar　leucocyte，signet　ring　cel1，moru1a　cenの5種に分類した。

　種内における群体特異性は種によって異なり，B．simodensisでは生長端での自然な接触の場合でも

人為的な切断面の接触の場合でも群体特異性を示し，㎝tiC1e直下に被嚢細胞の壌死をもたらし，これ

をs此㎝ticu1ar　rejecti㎝（SCR）と名付けた。一方，B．fus㎝sとB．vio1aceusは，生長端では群体特異

性を示すSCRを生じるが，切断面では，組み合わせに関係なく癒合する。しかし癒合後数週間で再び

2つの群体にわかれることが多く，これは癒合後に遅延性の群体特異性が働いていることを示唆して

いる。

　異種問の癒合実験ではいずれの組み合わせにおいても癒合は見られなかった。

　拒絶反応の遇程をSCRと切断面における拒絶反応の両方につ’いて調べた。生長端の接触では拒絶反
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応としてSCRが誘導されるが，それに先立って被嚢の部分的な癒合が起こり，こg癒合では拒絶反応

と共通の過程を経る。癒合であればこのまま被嚢の癒合が進行するが，SCRでは部分的に癒合したと

ころへt㎜iC　Ce11や浸潤した血球が集合し，これらの細胞が崩壌して壊死を生じる。特にmorωa　Ce11

の浸潤が目立つ。崩壊したmoru1a　CeHからは電子密度の高い物質（組織切片では好エオシソ物質）が

放出され，被嚢基質中に拡散する。その後，壊死した部分の周りには電子密度の高いフィラメソトが

集合し，neW　Wa1lが形成され，壊死部が群体から仕切られる。

　以上の知見を基に，Botry11oides3種に共通のSCRの過程を以下のように考えた。1）初めに部分的な

被嚢の癒合があり，これを通じてそれぞれの群体の被嚢中の液性成分が交換される。2）液性成分中の

自已・非自己を示す因子を認識担当細胞が受容して，tびnic　ce11や血球の集合を誘導する。3）集合した

細胞が崩壊し，相手群体と接触した組織の壌死を起こす。特にmOru1a　Ce11は高電子密度の物質を放出

し，これが被嚢基質の構造を破壊すると思われる。4）neW　Wa11が形成され，破壊された組織を群体か

ら切り離す。6ew　wal1はその後新しい㎝tic1eとなり，一違の反応は終結する。

　特にe㎡orced　fusi㎝をしめすB．fus㎝sとB．vio1aceusに於ては，上記の認識担当細胞（short

termのauo－reCogniti㎝Site）は被嚢中に散在するt㎜iC　Ce1lに特定でき，ホヤの自已・非自己反応に

おいてこの細胞が最も重要な役目を担っていると結論された。

審　　査　　の　　要　　旨

　本研究は脊椎動物の免疫機構の基礎であるといわれて久しい被嚢類ホヤの自己非自已認識機構を解

明することを目的として行われ，まず形態学的にホヤの組織を精査し，生態内における拒絶反応に非

常に注意深く観察している。この反応を自然に起きる接触と人為的接触において比較し，この結果に

系統分類学的考察を加え，被嚢類ホヤの自已非自已認識機構をより廣い視野でまとめている。

　本研究の成果は免疫反応を代表とする細胞相互反応の基本現象を原始型において研究するために有

益であり，これまでのホヤの自已非自已認識機構の研究をまとめ挙げたものと言えよう。

　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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